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ACT OUT
-アクトアウトー

この展覧会では､ ｢アクトアウト(ACT OUT-行為に表わす) ｣

をキーワードとして､高松市美術館のコレクションの中から第
二次大戦後における日本の(現代美術)を紹介します｡

｢ACT｣ということばには､ ｢行為､行動｣という意味とともに､

｢演じる､ふりをする｣という意味合いがあります｡ヨッホの肖

像画を演じる森村泰昌の写真作品のように､ある行為がそこ
に定着される際､それが演じられ装われたものであることを強く

感じさせる作品が､ (現代美術)の中に多く見られます｡何か

を演じるということは見られているという意識が前提となりますが､

そこに現われてくるのはある種の受動性です｡つまり､活動的(A

CTIVE)であることが受身的であることに結びつき､ (個)の

行為であったはずのものが他者の目に従順となる局面が作
品のうちに示されるわけです｡一方､行為とは基本的に一回

限りのものであり､それをくり返し見ることができるのはその痕

跡によってでしかありません｡写真､ビデオ､影､足跡､といった

痕跡で私たちは行為を追認し､実際には見えないものを想い

描きます｡そのような痕跡を拾い集め誰かが提出(OUT)した時､

そこで起こるのは行為そのものとの圧倒的なズレあるいは遅
れですが､実はこの(ズレ)こそがそれを作品として成立させて

いるものです｡なぜなら私たちは､誰もが同じように物事を知

覚しているという保証を決して得られないからです｡ですからむ

しろ逆に､痕跡がかかえるズレによってACT (行為)が生み出

され､またズレが持つ複数性によって様々なACT (演じること)

が可能になっているといえるでしょう｡

作品のこのような成り立ちは､もちろん日本に特有のことで

(現代美術)に(行為)の
れていることもまた否定できま

にく痕跡)を日本の(堤

(現代美術)とfどうでしょうかo
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わゆる55年体制が確立する頃

てきたことと､上述のような特徴

ないはずです｡今回の展示では､

を､年代や素材を異にする様々

て眺めてみたいと思います｡
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